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熱狂のキリコ祭り
がんばる志賀っ子
石川県民体育大会夏季大会出場者
情報パーク
今月のお料理レシピ

日
本
遺
産　

能
登
キ
リ
コ
祭
り
が

こ
の
夏
、
始
ま
る
！

平成 25年８月 24 日撮影：中島  正士
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石
川
県
と
珠
洲
市
、
輪
島
市
、
七
尾
市
、
能
登
町
、
穴
水
町
、
志
賀
町
の
６
市
町
が

申
請
し
た
「
灯
り
舞
う
半
島 

能
登
〜
熱
狂
の
キ
リ
コ
祭
り
〜
」
が
、
地
域
の
文
化
財
や
伝

統
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
文
化
庁
の
新
事
業「
日
本
遺
産
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
24
日
、文
化
庁
が
日
本
遺
産
に
認
定
！

能
登
キ
リ
コ
祭
り
と
は

　

日
本
海
文
化
の
交
流
拠
点
・

能
登
半
島
は
、
独
自
の
文
化

を
育
み
、
数
多
く
の
祭
礼
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

白
眉
は
キ
リ
コ
祭
り
と
総
称

さ
れ
る
灯
籠
神
事
。
キ
リ
コ

と
は
、
切き
り
こ
と
う
ろ
う

子
灯
篭
を
縮
め
た

呼
び
名
で
、
直
方
体
の
形
を

し
た
山
車
の
一
種
で
す
。
夏

の
約
３
カ
月
間
、
能
登
の
約

２
０
０
地
区
で
行
わ
れ
、
総

数
７
０
０
〜
８
０
０
基
の
キ

リ
コ
が
担
ぎ
出
さ
れ
、
能
登

を
照
ら
し
出
し
ま
す
。

　

日
本
の
原
風
景
で
あ
る
素

朴
な
農
漁
村
で
、
意
匠
を
凝

ら
し
た
多
数
の
キ
リ
コ
が
神

輿
の
お
供
を
し
な
が
ら
練
り

歩
く
様
は
、
豪
華
絢
爛
。
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
灯
篭
神
事
が

集
積
し
た
地
域
は
、
ほ
か
に

あ
り
ま
せ
ん
。

日本遺産（Japan Heritage）とは
地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝
統を語るストーリーを日本遺産として文化庁が認定。
ストーリーを語る上で欠かせない魅力溢れる有形や
無形の様々な文化財群を、地域が主体となって総合
的に整備・活用し、国内だけでなく海外へも戦略的
に発信していくことで、地域の活性化を図ります。 

◀日本遺産　
　能登キリコ祭り
　の分布

能
登
キ
リ
コ
祭
り
の
歴
史

　

キ
リ
コ
の
記
録
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
17
世
紀

半
ば
に
は
輪
島
の
住
吉
神
社

の
祭
り
で
笹
キ
リ
コ
が
使
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
19
世

紀
に
入
る
と
、
大
型
化
。
そ

の
頃
は
北
前
船
が
盛
ん
に
往

来
し
て
い
た
時
期
で
、
経
済

的
に
繁
栄
し
な
が
ら
、
キ
リ

コ
も
大
き
く
、
装
飾
的
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
キ
リ
コ
祭
り
」
と
総
称
さ

れ
ま
す
が
、
地
域
ご
と
に
多

種
多
様
。
ど
れ
か
一
つ
を
み

て
キ
リ
コ
祭
り
の
大
要
が
掴

め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

各
集
落
の
威
信
を
か
け
、
キ

リ
コ
の
大
き
さ
・
装
飾
・
数

や
祭
り
の
威
勢
の
良
さ
な
ど

を
競
い
合
う
よ
う
に
な
り
、

地
域
独
特
の
キ
リ
コ
祭
り
を

作
り
出
し
て
い
ま
す
。

能
登
キ
リ
コ
の
種
類

　

神
輿
と
違
い
、
キ
リ
コ
は

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て

作
る
た
め
、
形
は
10
種
類
以

上
。
ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
の
は

「
笹
キ
リ
コ
」
で
、
輪
島
の
子

ど
も
用
キ
リ
コ
と
し
て
現
在

も
あ
り
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
な

「
レ
ン
ガ
ク
」、
竹
を
使
っ
た

「
竹
キ
リ
コ
」、
武
者
絵
が
描

か
れ
た
「
武
者
絵
キ
リ
コ
」
を

は
じ
め
、
多
数
の
提
灯
を
飾
っ

た
「
提
灯
キ
リ
コ
」、
人
形
を

飾
り
つ
け
る
「
人
形
キ
リ
コ
」

と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

他
に
も
地
域
に
よ
り
、
50

基
以
上
の
キ
リ
コ
が
担
ぎ
出

さ
れ
る
も
の
、
重
さ
４
ｔ
・

屋
根
12
畳
分
と
キ
リ
コ
の
巨

大
さ
を
誇
る
も
の
、
キ
リ
コ

が
海
中
で
乱
舞
す
る
も
の
、

30
ｍ
に
も
な
る
柱
松
明
を
練

り
回
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

灯
り
舞
う

半
島  
能
登
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昨年の西海祭り体験ツアー観客も曳山を引くことができる本祭り領家浜（増穂浦）に神輿11基が並ぶ浜回り

キ
リ
コ
祭
り
と「
ヨ
バ
レ
」

　

キ
リ
コ
祭
り
は
、
キ
リ
コ
を

担
ぐ
住
民
だ
け
で
な
く
、
集
落

全
員
で
祭
礼
を
楽
し
み
ま
す
。

祭
り
が
近
づ
く
と
、
キ
リ
コ
を

組
み
立
て
た
り
、
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
し
ま
す
。
祭
り
当
日
、

家
々
の
玄
関
・
道
沿
い
の
窓
を

開
け
放
ち
、
親
類
や
知
人
を
招

待
し
て
盛
大
に
ご
ち
そ
う
を

し
、
親
交
を
結
び
合
い
ま
す
。

こ
れ
は
、「
ヨ
バ
レ
」
と
い
わ

れ
る
能
登
に
根
付
い
た
お
も

て
な
し
の
風
習
で
す
。

帰
省
率
が
正
月
よ
り
多
い

一
番
気
合
の
入
っ
た
祭
り

　

都
会
に
出
た
人
も
、
正
月
や

盆
に
帰
省
せ
ず
と
も
、
祭
り
に

は
必
ず
帰
っ
て
く
る
と
い
う

く
ら
い
能
登
の
人
に
と
っ
て

キ
リ
コ
祭
り
は
非
常
に
大
き

な
存
在
。
キ
リ
コ
は
、
集
落

内
の
結
束
を
高
め
、
人
々
を

結
び
つ
け
る
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

能
登
の
キ
リ
コ
祭
り

そ
の
全
て
が
日
本
遺
産

　

今
回
の
認
定
で
、
能
登
の
キ

リ
コ
祭
り
の
、
そ
の
全
て
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
行
わ
れ
る
キ
リ

コ
祭
り
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
遺

産
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に

特
徴
的
な
祭
り
と
し
て
、「
西

海
祭
り
」
と
「
冨
木
八
朔
祭
礼
」

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

西
海
祭
り

　

毎
年
お
盆
の

８
月
14
日
に
開

催
。
漁
師
町
で
、

男
手
が
少
な

か
っ
た
た
め
か
、

女
性
も
キ
リ
コ

を
担
ぐ
の
が
特

徴
的
で
す
。

　

昨
年
か
ら
、
町
外
大
学
生

が
キ
リ
コ
を
担
ぎ
、
ヨ
バ
レ

に
参
加
す
る
「
西
海
祭
り
体
験

ツ
ア
ー
」
を
開
催
。
金
沢
市
近

郊
の
大
学
生
を
中
心
に
募
集

し
、
昨
年
は
26
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
は
一
般
も
募

集
。
町
外
の
若
者
が
、
西
海

祭
り
特
有
の
衣
装
を
着
て
祭

礼
を
体
感
し
、
能
登
に
受
け

継
が
れ
る
伝
統
文
化
を
深
く

理
解
す
る
こ
と
で
、
交
流
人

口
拡
大
と
地
域
の
情
報
発
信

を
図
っ
て
い
ま
す
。

冨
木
八
朔
祭
礼

　

８
月
下
旬
の
２
日
間
、
男
女

の
神
を
お
引
き
合
わ
せ
す
る

千
年
前
か
ら
伝
わ
る
伝
統
祭

り
で
、
10
地
区
以
上
が
集
結
。

八
幡
神
社
の
男
神
様
を
迎
え

に
行
き
、
女
神
様
の
い
る
住
吉

神
社
ま
で
お
供
す
る
「
お
旅
祭

り
」
で
は
、
八
幡
神
社
に
大
小

30
基
の
キ
リ
コ
が
集
ま
り
、
勇

壮
に
乱
舞
し
観
客
を
魅
了
す

る
キ
リ
コ
の
宮
入
コ
ン
テ
ス

ト
が
あ
り
ま
す
。
男
神
様
を
八

幡
神
社
ま
で
送
る
「
本
祭
り
」

で
は
、
キ
リ
コ
や
神
輿
渡
御
に

欠
か
せ
な
い
道
中
太
鼓
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
き
、
見
せ
場
と

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
・
ア
マ
問

わ
ず
、
参
加
で
き
る
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
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こ
の
夏
、
訪
れ
た
い
志
賀
町
の
キ
リ
コ
祭
り 

西海祭り ８/14㊎　場所：西海地内
女性が赤い腰巻の浴衣姿で担ぐ
能登でも唯一のキリコ祭り

西海地区でお盆に行われる大漁を祈願した祭礼。女性が赤い腰巻
の浴衣姿で担ぐ姿が全国的にも珍しいキリコ祭り。西海神社と松ヶ
下神社から夕刻にそれぞれ神輿が出され、キリコ、鉦

かね

、太鼓を伴い、
祭り歌を歌いながら巡行します。宮入りした後の最後の乱舞では、
キリコが神輿を拝殿に入れさせまいと邪魔をして何度も跳ね返し
ます。そのとき、キリコが倒れたり、ぶつかって壊れたりとハプ
ニングがあります。

冨木八朔祭礼  ８/29㊏・30㊐
場所：住吉神社‐冨木八幡神社

一夜の逢瀬　海は恐いが妻恋し
増穂浦に八幡神社の男神様が漂着し、地元の住吉神社の女神様に助
けられました。その縁で、結ばれることになしましたが、毎夜響く
荒波の音に男神様は我慢できず、山手に宮を移しました。年に一度、
男神様を女神様に逢わせるため、浜辺まで渡御する行事が祭りの始
まり。八幡神社から住吉神社までの渡御に、大小30数基のキリコ
がお供します。増穂浦海岸に神輿11基が勢ぞろいする風景も見所。
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７
月
12
日
（
日
）、
自
転
車
県
大
会
が
県
産
業
展
示
館
で
開
催
さ
れ
、
高
浜
小
学
校
の
児
童
が

初
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
来
春
統
廃
合
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
高
浜
小
学
校
と
し
て
最
後
の

出
場
を
最
高
の
結
果
で
飾
り
ま
し
た
。

高
浜
小
学
校
が

最
後
の
舞
台
で
初
優
勝
！

交通安全
子供自転車
県大会

下
甘
田
小
学
校
が

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

お花畑の
音楽祭 in
フローリィ

㊤交流演奏会で一生懸命演奏する児童
㊦ 50 年ぶりに復活したバイオリンの
　演奏

　

６
月
21
日（
日
）、
フ
ロ
ー
リ
ィ
で
、
下
甘
田
小
学
校
の
児
童
楽
団
・
ニ
コ
ニ
コ

ス
ト
リ
ン
グ
ス
が
交
流
演
奏
会
に
参
加
し
、バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ル
ビ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
50
年
間
眠
っ

て
い
た
バ
イ
オ
リ
ン
を
修
復
し
、
そ
の
音
色

を
披
露
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
そ
の
優
し
い

音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

元
教
諭
の
笠
間
昭
子
さ
ん
（
金
沢
市
）
が
当

時
、
音
楽
ク
ラ
ブ
で
使
用
し
て
い
た
も
の
で
、

団
員
の
岡
本
外
志
行
さ
ん
（
相
神
）
が
部
品
を

組
み
合
わ
せ
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
同
席
し

た
笠
間
さ
ん
は
、「
こ
う
し
て
音
が
聞
け
る
な

ん
て
、
夢
の
よ
う
。
感
謝
感
激
」
と
話
し
、
オ

ル
ビ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
代
表
の
伊
藤
昇
さ
ん
は
、

「
笠
間
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン

【団体】　優勝：高浜小学校
　　　　（写真左から） 福山 由佳、名山 幸那、清水 咲良、金森 真央、山田 若菜、澤田 美也
【個人】　優勝：清水 咲良　２位：名山 幸那　３位：福山 由佳

　

県
内
の
15
小
学
校
か
ら
76
人
が

出
場
し
た
こ
の
大
会
は
、
自
転
車

の
正
し
い
運
転
マ
ナ
ー
や
知
識
を

四
人
一
組
の
チ
ー
ム
で
競
い
ま
す
。

交
差
点
や
信
号
、
障
害
物
な
ど
が
あ

る
コ
ー
ス
を
走
行
し
、
安
全
確
認
や

右
左
折
の
合
図
を
出
し
て
い
る
か

な
ど
を
審
査
す
る
実
技
と
、
学
科

テ
ス
ト
の
総
合
点
を
競
い
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
（
火
）、
選
手
６
人
が

守
田
教
育
長
に
、
初
優
勝
の
喜
び

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
、
昨
年
の
10
月
か
ら
５

カ
月
間
は
週
に
一
回
、
４
月
か
ら
は

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
大
会
が

迫
る
と
土
日
も
毎
日
練
習
に
励
み
、

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

守
田
教
育
長
は
、「
優
勝
で
き
た

こ
と
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。
最
近
で
は
自
転
車
事
故
も
多
発

し
て
い
る
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
、
周
り
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意

識
を
高
め
、
全
国
大
会
で
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
選
手
は
、
８
月
５
日

に
東
京
都
内
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

がんばる志賀っ子

がんばる志賀っ子
　

４
年
か
ら
６
年
生
で
構
成
す
る
ニ
コ
ニ

コ
ス
ト
リ
ン
グ
ス
メ
ン
バ
ー
15
人
は
、
管

弦
楽
団
オ
ル
ビ
ス
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
団
員
か
ら

バ
イ
オ
リ
ン
を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
女
子
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。
落

ち
着
い
た
様
子
で
４
曲
演
奏
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
福
井
市

社
北
小
弦
楽
ク
ラ
ブ
・
オ
ル
ビ
ス
ジ
ュ
ニ

ア
・
つ
ば
さ
の
会
音
楽
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

演
奏
も
大
成
功
し
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
、

他
の
児
童
楽
団
員
と
一
緒
に
昼
食
を
食
べ

る
な
ど
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

を
使
い
、
能
登
で
音
楽
家
の
卵
を
育
て

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ニ
コ
ニ
コ
ス

ト
リ
ン
グ
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
楽
し

く
弾
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
演
奏

を
頑
張
り
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。
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家から
バス停まで
の距離

•
弁
護
士
（
元
高
等
検
察
庁
検
事
）、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授

　

國
田
　
武
二
郎
（
堀
松
出
身
）

　

東
京
地
検
、
名
古
屋
地
検
、
横
浜
地
検
、
岡
山
地
検
、
福
井
地
検
等
で
捜
査
・
公
判
検
事
と
し
て
財
政
・

経
済
事
犯
、
公
安
・
労
働
事
犯
、
選
挙
事
犯
、
暴
力
事
犯
、
風
紀
・
麻
薬
事
犯
、
外
国
人
犯
罪
、
少
年
犯
罪
、

交
通
事
犯
な
ど
数
多
く
の
事
件
を
担
当
。
仙
台
高
等
検
察
庁
検
事
と
し
て
若
手
検
事
の
指
導
育
成
に
も
あ

た
る
。
平
成
15
年
６
月
、
愛
知
県
弁
護
士
会
に
弁
護
士
登
録
。
あ
す
な
ろ
法
律
事
務
所
と
い
う
名
称
で
法

律
事
務
所
を
開
設
し
、
弁
護
士
と
し
て
活
動
。
ま
た
、
愛
知
学
院
大
学
法
科
大
学
院
教
授
と
し
て
法
科
大

学
院
で
教
鞭
を
取
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
か
ら
愛
知
・
三
重
両
県
の
産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健

相
談
員
、
年
金
記
録
確
認
愛
知
地
方
第
三
者
委
員
に
就
任
。

自
転
車
の
危
険
運
転
に
つ
い
て

Ｑ
：　

道
路
交
通
法
が
改
正
に
な
り
、
自
転
車
の
交

通
違
反
を
繰
り
返
し
た
場
合
、
有
料
の
安
全
講
習

の
受
講
が
平
成
27
年
６
月
か
ら
義
務
づ
け
ら
れ
る

と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：　

自
転
車
も
道
路
交
通
法
の
規
制
の
対
象
と
な

る
「
車
両
」（
種
類
は
軽
車
両
）
で
す
。
し
か
し
、

自
動
車
と
違
っ
て
、
誰
で
も
気
軽
に
乗
れ
る
こ
と

か
ら
、歩
道
な
ど
を
自
転
車
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
め
歩
行
者
と
衝
突
す
る
な
ど
の
人
身
事
故

も
多
発
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
は
、
人
身
事

故
件
数
は
、
約
７
，
６
０
０
件
で
、
こ
の
う
ち
、

死
亡
事
故
は
82
件
に
上
り
ま
す
。

　
　

こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
平
成
27
年
６

月
か
ら
一
定
の
危
険
な
違
反
行
為
を
し
て
２
回
以

上
摘
発
さ
れ
た
自
転
車
運
転
者
（
悪
質
自
転
車
運

転
車
）
は
、
公
安
委
員
会
の
命
令
を
受
け
て
か
ら

３
カ
月
以
内
の
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に
講
習
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

講
習
の
対
象
と
な
る
危
険
運
転
は
、
①
信
号
無

視
、
②
通
行
禁
止
違
反
（
車
両
通
行
止
め
や
自
転

車
通
行
止
め
を
走
る
こ
と
）、
③
歩
道
で
の
徐
行

違
反
、
④
通
行
区
分
違
反
（
道
路
右
側
の
路
側
帯

の
通
行
、
自
転
車
は
、
原
則
、
左
側
通
行
で
す
）、

⑤
路
側
帯
で
の
歩
行
者
妨
害
、
⑥
遮
断
機
の
下

り
た
踏
切
へ
の
侵
入
、
⑦
一
時
停
止
違
反
、
⑧

歩
道
で
の
歩
行
者
妨
害
、
⑨
ブ
レ
ー
キ
の
な
い

自
転
車
の
運
転
、
⑩
酒
酔
い
運
転
、
⑪
携
帯
電

話
を
使
用
し
な
が
ら
運
転
す
る
な
ど
安
全
運
転

義
務
違
反
（
傘
さ
し
運
転
も
安
全
運
転
義
務
違

反
に
な
り
ま
す
）、
⑫
交
差
点
で
の
優
先
道
路
通

行
車
の
妨
害
な
ど
、
⑬
交
差
点
で
右
折
す
る
場

合
、
直
進
車
を
妨
げ
る
こ
と
、
⑭
環
状
交
差
点

で
の
安
全
進
行
義
務
違
反
の
14
項
目
で
す
。

　
　

講
習
の
対
象
と
な
る
の
は
、
３
年
以
内
に
２

回
以
上
、
警
察
官
か
ら
違
反
切
符
が
交
付
さ
れ

た
場
合
で
、
講
習
は
３
時
間
。
講
習
料
は
５
，

７
０
０
円
で
す
。
満
14
歳
以
上
の
人
に
受
講
義

務
が
発
生
し
、
こ
の
講
習
を
受
け
な
い
と
５
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　

平
成
25
年
度
中
に
、
交
通
事
故
で
死
傷
し
た

自
転
車
運
転
者
の
う
ち
、
法
令
違
反
を
し
て
い

た
割
合
は
64
％
に
上
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
自
転
車
事
故
で
千
万
円
単
位
の
高
額

な
賠
償
金
を
命
じ
る
判
決
も
相
次
い
で
お
り
、

小
学
生
の
男
児
が
女
性
を
は
ね
た
事
故
で
、
約

９
，
５
０
０
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
裁
判
例

も
あ
る
の
で
、
改
正
を
き
っ
か
け
に
自
転
車
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

統合小学校建設検討委員会だより　　　 　　　 　　

志賀小学校   校歌　　作詞／作曲：大場慎介

志を　胸に抱いて　一歩ずつ歩いて行こう

力強く　自分らしく　憧れは　明日へと続く

海風そよぐ大空に　それぞれの夢を描き出そう

飛び立て　今　翼広げて　誇り高き　志賀小学校

時を超えて　歴史は語る　いにしえの教えを学び

胸を張って　生きて行こう　新しき　時代の中で

白雲なびくこの空は　遥か世界へと続いている

羽ばたけ　今　力の限り　心熱き 志賀小学校

川の流れ 臨む学び舎　鳥の声　季節の調べ

振り返れば　手を振る人　あたたかき　故郷の笑顔

海原映す大空に　この手で未来を創り出そう

旅立つ時　いつも心に　輝けり 志賀小学校

１

２

３

　高浜町出身で、デュオグループ『古時計』として活
動していた大場慎介さん (So-music 代表 / 金沢市在住 )
が作詞・作曲しました。
　校歌のコンセプトは「未来を創り出す心」。
　子どもたちには、より良き未来を自ら創り出す心と
力強さを持ってほしいという思いが込められています。

【校歌 1番】
基本姿勢として「志

こころざし

」を抱く事の大切さ、また、夢中になれる事、
熱中できる事が、「憧れ」から「夢」へと広がり、さらに、力強
さを伴った「志」へと変わっていく様をうたっています。

【校歌 2番】
歴史からさまざまな教えを学び、世界とリアルにつながるグロー
バルな心と姿勢をうたっています。イメージとして「温故知新」
も込めています。

【校歌 3番】
生まれ育った故郷の大切さ、あたたかさをうたっています。未来
を創り出す力強さの原点であり、生涯、自分の心に宿り続ける故
郷の姿を表現。それは志賀町の自然であり、そこに住むあたたか
い人たちの姿と、子どもたちを見守る笑顔ではないかと思います。

校歌が決定しました！

志賀小学校建設検討委員会事務局
☎３２- ９３６０

№21
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★申し込み、お問い合わせは児童館まで

休 館 日　８月 16 日㈰
開館時間　９:00 ～ 17:30
問い合わせ先　志賀町児童館
　　　　　　　☎ 32-1724

　橋本栄養士の指導で、ホット
ケーキミックスを使った「カレー
パン」を作ります。カレーを食
べて暑い夏を乗り切りましょう。

　北陸電力㈱宮本環さんの指導
で、人が中に入る「巨大しゃぼん玉」
を作ります。参加する人は、ぬれ
ても大丈夫な服装で来てください。

　ガムテープやＰＰバンドを使っ
てバッグやかごを作ります。夏休
みの工作に作ってみませんか。

　きらきらＫｉｄｓインストラ
クターの山口京さんが、チアダン
スを指導します。ダンスに興味の
ある人、一緒に踊ってみませんか。

　県レクリエーション協会の青山
節子さんの指導で、心と体がわく
わくするゲーム遊びをします。体
を動かすことの楽しさを体験して
みませんか。

(材料費 100 円・定員 15 人・
　幼児親子から小学生対象 )

( 定員 15 人・小学校３・４年生対象 )

( 定員 15 人・小学生対象 )

( 幼児親子から小学生対象 )

( 小学生対象 )

13:30 ～

14:00 ～

13:30 ～

15:00 ～

10:00 ～【クッキング】カレーパン

【科学教室】
巨大しゃぼん玉に入ってみよう

夏休み工作

チアダンスを楽しもう

健康わくわく出前講座8/9
日

8/22
土

8/29
土

8/26
水

8/17
月

◆新着の本◆
○贖い　　　　　　　　　　　　五十嵐貴久
○風の如く  久坂玄瑞篇　　　　  富樫倫太郎
○劉邦  中　　　　　　　　　　  宮城谷昌光
○ジョン・マン５  立志編　　　  山本　一力
○勁草　　　　　　　　　　　　黒川　博行
○モンローが死んだ日　　　　　小池真理子
○朝が来る　　　　　　　　　　辻村　深月
○まったなし　　　　　　　　　畠中　　恵
○タッグ 私の相棒 日本推理作家協会編　今野　　敏
○衣にちにち　　　　　　　　　群　ようこ
◆新着ＣＤ◆
○ドゥーワップ・マニア オリジナル vol. ２
○ＳｉｎｇｌｅｓⅡ　　　　　　中島みゆき

◆新着ＤＶＤ◆
○舟を編む　　出演：松田龍平、宮崎あおい
○レ・ミゼラブル　出演：ヒュー・ジャックマン、ラッセル・クロウ
○たこやきマントマン vol. １，２

１階･絵本
コーナー

２階・
おはなし会室

休館日　８月３日㈪、10日㈪、17日㈪、
　　　　　    24日㈪、31日㈪
問い合わせ先・開館時間
志賀町立図書館　　平日　９:30 ～ 18:30
　☎32-1740　　  土日祝　９:30～17:00
町立富来図書館　　平日　９:30 ～ 18:00
　☎42-2777　　  土日祝　９:30～17:00

◆おすすめの本◆

○幽霊塔　　　　　　　　　    江戸川  乱歩著　宮崎  駿カラー口絵
　大正のはじめ、長崎の片田舎に建つ幽霊塔と呼ばれる時計塔で
青年・光雄は、そこで美女・秋子と出逢う・・・。謎につぐ謎、
手に汗握る波乱万丈の翻案小説。江戸川乱歩の名作が宮崎駿監督
のカラー解説口絵とともに蘇ります。

○サラリーマン川柳ごくじょう傑作選　やく みつる，やすみ りえ，第一生命選
　第一生命「サラリーマン川柳コンクール」から選ばれた優秀作
品を収載。さらに、サラリーマン川柳にみるトレンドワークの検証、
穴埋め問題集なども収録。

志賀町立図書館のイベント

16:00 ～ 17:00
●おはなし会８月  5日㈬

　    19日㈬

８月  9日㈰
14:30 ～

●なつのおはなし会

※幼児・小学生対象

※広報７月号では、㈯となっていましたが、㈰の誤りでした。訂正してお詫び致します。
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより　－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

ひ
っ
そ
り
と
草
の
中
な
る
立
ち
葵　
　
　
　

上
野　

末
子

紫
陽
花
や
紋
白
蝶
も
楽
し
げ
に　
　
　
　
　
　
　

〃

人
生
は
後
を
も
見
ず
に
ま
っ
し
ぐ
ら　
　
　

遠
藤
美
朝
子

お
れ
お
れ
の
詐
欺
も
手
を
換
え
後
絶
た
ず　

村
中　

光
彦

後
出
し
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
孫
を
喜
ば
す　
　
　

山
本　

静
香

良
い
事
は
ひ
ま
が
あ
れ
ど
も
後
ま
わ
し　
　

杉
平
み
さ
こ

選
挙
権
こ
れ
が
最
後
と
足
は
こ
ぶ　
　
　
　

西
尾　

善
春

楽
し
ん
で
笑
い
暮
ら
そ
う
我
が
老
後　
　
　

小
松　

彰
一

感
謝
し
て
食
前
食
後
の
ご
挨
拶　
　
　
　
　

橋
田
明
日
香

コ
ツ
コ
ツ
と
手
を
動
か
し
て
老
達
者　
　
　

木
村　

貞
涼

手
を
広
げ
に
ぎ
っ
て
見
て
は
ま
だ
元
気　
　

関
口
ト
ミ
子

夢
を
買
う
一
度
は
見
た
い
当
り
ク
ジ　
　
　

炭
谷　

良
子

店
頭
に
つ
ぎ
を
当
て
た
い
衣
服
あ
る　
　
　

坂
下
二
三
子

ば
あ
ち
ゃ
ん
来
て
当
て
に
曾
孫
の
参
観
日　

前
田　

志
津

貝
が
ら
川
柳
社

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として送付ください。紙面の都合上、
掲載できない場合もありますのでご了承ください。

■宛先／〒９２５ -０１９８志賀町末吉千古１番地１　志賀町教育委員会　生涯学習課まで　※毎月３日までにお送りください。

第８回

坪野哲久文学奨励賞
作品募集

小・中学生、高校生の短歌、俳句、詩を募集！

【応募期間】　８月１日～９月 11 日
　　　　　　※当日消印有効

【応募資格】　町内の小中学生
　　　　　　町内在住・在学の高校生

【部門および応募点数】
○短歌の部　一人三首まで
○俳句の部　一人三句まで
○詩の部　　一人三作品まで

【テーマ】　テーマは自由。自然や日常
の中での喜び、感動、悲しみ、怒りな
ど、あなたが感じた心の風景を表現し
てみましょう。

【応募規定】　本人が作った未発表の作
品に限ります。（校内・グループ内発
表可）俳句では 17 音の中に「季語」
を一つだけ入れてください。詩につい
ては、一作品 800 字以内（400 字詰原
稿用紙２枚程度）としてください。

【応募方法】　小中学生は担任の先生を
通じて応募してください。
　高校生は、氏名、年齢、郵便番号、
住所、自宅電話番号、学校名、学年を
明記の上、直接応募先まで持参または
郵送してください。

【賞】　各部門優秀作品には賞状と副賞
を授与します。

【表彰】　表彰方法については、各部門
入賞者および学校宛てに通知します。

【展示】坪野哲久文学記念館および公
共施設で展示します。

【応募・お問い合わせ先】
生涯学習課　坪野哲久文学奨励賞担当
（〒925-0198 末吉千古 1-1）　☎ 32-1111

　千鳥ヶ浜海岸清掃を、７月19日（日）午前６時から約１時間実施しました。
　当日はあいにくの天候でしたが、高浜地区と中甘田地区の子どもから大人ま
で約700人が参加しました。約１時間の作業でしたが、皆さんのローラー作戦
により６台の収集車では積みきれないほどのゴミが集まり、高浜新港から大島
諸願堂までの約１，９キロの区間は見る見るうちにきれいになりました。
　毎年恒例となっている「千鳥ヶ浜海岸清掃」ですが、この清掃が契機となり、

志賀クリーン運動 千鳥ヶ浜海岸清掃

検
査
帰
途
六
月
の
海
静
か
な
り　
　
　

山
守　

宏
子

確
か
な
る
稲
株
育
ち
認
め
ら
れ　
　
　
　
　

〃

紫
陽
花
に
雨
が
優
し
く
化
粧
す
る　
　
　
　

浅　

子

来
年
も
き
っ
と
会
え
る
ね
敬
老
会　
　
　
　

さ
ち
こ

食
卓
に
潤
い
飾
る
プ
レ
ミ
ア
ム　
　
　
　
　

美
智
代

プ
レ
ミ
ア
で
地
域
活
性
町
お
こ
し　
　
　
　

〃

田
の
草
と
戦
う
日
々
の
六
十
路
坂

　

来
期
の
課
題
骨
身
に
沁
み
て　
　
　
　
　

光　

雄

富
山
県
茅
葺
き
屋
根
が
合
掌

　

集
落
村
世
界
遺
産
に　
　
　
　
　
　

元
尾　

智
子

福
浦
は
母
の
古
里
港
町

　

人
の
優
し
さ
温
も
り
感
じ　
　
　
　
　
　

〃

そ
よ
風
が
せ
せ
ら
ぎ
園
に
緑
風

　

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
音
も
爽
や
か　
　
　

〃

朝
明
け
に
出
窓
の
屋
根
に
ず
ら
ず
ら
り

　

巣
立
つ
子
つ
ば
め
親
鳥
を
待
つ　
　
　
　

志
津
江

朝
ド
ラ
の
能
登
弁
聞
き
て
貴き

み君
想
う

　

久
し
き
学と

も友
の
声
も
訛
り
ぬ　
　
　

松
本
理
希
三

「自然を愛し、美しいまちをつく
る」という思いが、町じゅうに広
がっていってほしいと思います。
　参加者の皆さま、お疲れさま
でした。関係各位の皆さまには
多くのご協力をいただき、厚く
お礼申し上げます。


